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小規模多機能型居宅介護と聞いて、馴染みのない方も多いのではないで

しょうか。 

平成１７年の介護保険法改正において新設され、平成１８年度からはじま

ったサービスです。小規模多機能型居宅介護(小規模多機能)とは、主に通

所を中心として、状況に応じて短期間の宿泊や訪問を受けることができる

サービスです。訪問や宿泊サービスは、通っているデイサービスでなじみ

のあるスタッフにより提供されます。利用者の状況に応じて、訪問、通い、

宿泊をさまざまに組み合わせて利用する事が出来ます。 

 

その原型になるものは、日本各地の認知症ケアの先駆者によって展開さ

れてきた「宅（託）老所」であるとされています。日本人が古来から持つ、

地域における地縁や血縁への思いを大切にしながら、認知症やその他のさ

まざまな事情と折り合いをつけて、在宅生活を続けていくためのサービス

小規模多機能型居宅介護について 



であって、具体的には、「通う」「泊まる」「訪問してもらう」の３つの要素

を、柔軟に組み合わせながら、認知症の方が住み慣れた自宅で暮らし続け

ることを支えていくものです。 

 

従来型のサービス体系であれば、通う場所と泊まる場所は別であって、

訪問も含めて介護を提供するスタッフも当然違います。認知症の方にとっ

ては、馴染みのない場所や人への順応は非常に苦痛であって、リロケーシ

ョンダメージ（状況が変化することによる打撃）が著しく発生すると言わ

れています。小規模多機能型居宅介護は、これらの認知症の特性に配慮し

た非常に有効なサービスであって、同時に介護をしている家族のレスパイ

ト（一時的な休息）にも効果は絶大と言えます。 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護は、一般的に、利用者にとっても介護スタッフ

からみても理想的なサービスと言えます。利用者側からすれば、「在宅生

活を持続させる」を支持することが前提となっていることは、たいへん心

強いものであります。（この少なくとも初期の段階では）意に添わない「施

 



設入所」を強いられることがないことと、介護スタッフも、自分たちの努

力次第で、「最後まで利用者を在宅で介護し続けることができる」＝「施設

入所によって自分たちの利用者でなくなることを防ぐことができる」こと

が可能になり、モチベーションの向上が期待できます。 

 

小規模多機能型居宅介護は、施設の在宅版のようなサービスです。施設

の居室を自宅と捉え、廊下は道。施設の職員が居室にお邪魔するように自

宅に訪問したり、日中のつどいの場として食堂へ集まるように事業所に通

います。「通い」や「宿泊」「訪問」といったあらゆる機能を使って、自宅

での生活を支えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模多機能ホーム 



誰もが年をとっても介護が必要になっても、住み慣れた自宅や地域の中

で家族や親しい人たちとともに、最期までその人らしい人生を送りたいと

望んでいます。小規模多機能型居宅介護施設は、そうした在宅での生活を

送り続けたいという高齢者やご家族様の願いに私たちは応えていきたい

と思います。 

 

＜函館市医療・介護連携支援センターからのお知らせ＞ 

当センターの医療・介護連携マップに掲載されている小規模多機能型居宅介護に関しては，

下記の手順で検索可能です。 

皆さま，ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをクリック 

 

小規模多機能型居宅

介護をチェック 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応可能な居室タイプ 

をチェック 

 
受入可能な病名・ 

処置内容をチェック 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索したい項目をチェックして，「一覧を表示」をクリックすると対応している

通所介護の一覧がでます 

医療・介護連携マッ

プの使い方について        

紹介動画があります 

こちらから👉医療・介護連携マップ 

 

https://hakodate-ikr.jp/information

